
事前評価整理表の見方

(1)　基本事務事業について

　　　　　基本事務事業の評価調書については、A4用紙の上半分で一葉の調書となっています。

政策目的体系に｢沿って、「政策」「施策」「基本事務事業」のコードと名称を表
示しています。この場合、「男女共同参画を推進する」という基本事務事業を
評価しています。

総合計画前期基本計画の施策の大綱（6節30項）にそっ
て、「節」「項」の名称を表示しています。基本計画区
分の102は1節2項であることを表しています。

この基本事務
事業の担当課
名です。

【方針（目的）】
対象者がどのような状態になるかなど
を念頭に目的を表現しています。
【指標】
この基本事務事業を評価する上での
目安となるものさしです。２つまで設定
できます。
計画期間中の目標値を表現していま
す。

【外部環境の変化】
事業機会や市の役割の拡大や縮小などを記入しています。
【内部要因（強み・弱み】
本市における行政又はパートナー（市民、市内企業等）の強みや弱みなどを記入してい
ます。
【取組み課題（現状と課題）】
外部環境の変化に対応して、内部の強み・弱みを活かして取り組むべき課題を記入して
います。
【目指す成果（今後の方針）】
課題に取組んだ結果、どのような状態になるべきか（ゴール）を表現しています。
（※第3次実施計画の策定にあたって、SWOT分析を実施している場合は、その結果を記
　　入しています）

【配下事務事業名】
当該基本事務事業の
手段としての位置づけ
となる「事務事業」を記
入しています。



(2)　事務事業について

　　　　　事務事業の評価調書については、A4用紙の半分で一葉の調書となっています。

政策目的体系における「事務事業」のコードと名称を表示しています。この場
合、「男女共同参画支援事業」という事務事業を評価しています。

担当課コード・名称、会計の区分（一般会計、特別会計など）、計画区
分（実施計画掲載事業は「計画事業」、その他は「一般事業」）を表示し
ています。

【目的】
対象者がどのよう
な状態になるかな
どを念頭に目的を
表現しています。
【対象】
なるべく具体的に
なるように表現して
います。

【指標】
この事務事業を評価する上での目安となる
ものさしです。３つまで設定できます。指標
概要には、計算式や設定した理由などを表
現しています。
計画期間中の目標値を表現しています。
【事前評価コメント】
担当課としての課題や方向性を表現してい
ます。

なお、基準値は原則、平成17年度としてい
ます。

【事業費】
この事務事業に関連する計画期間内の事業費を表記しています（上段は、
「平成19年度サマーレビューにおける計画額」、下段は、「そのうちの一般財
源額」）。
また、正規職員数も事務事業に割り振って表記しています。
なお、基準年は原則、平成17年度としています。

【関連する業務名称】
当該事務事業の手段としての位置づけとなる「業務」を掲載しています。



(3)　計画事業について

　　　　　第2次実施計画に掲載されている事務事業については、事務事業の評価調書の下に、A4用紙の半分の調書を追加しています。

【実施計画番号】【計画事業名】
対応する第3次実施計画（案）の計画番号・名称です（ただし、パブリックコメントで提示した（案）の段階のものです）。
【節項コード】
総合計画前期基本計画の施策の大綱（6節30項）にそって、「節」「項」の名称を表示しています。節項コードの102は第1節2項であ
ることを表しています。

第3次実施計画期間内の具体的な事業内容を表記しています。
上段は、第3次実施計画にそって、具体的に実施する内容。
下段は、年度ごとの実績（事前評価では未記入）。

【備考】
当該事務事業に対応する計画事業が複数ある場合があります。その
場合、2つ目以降の実施計画番号・名称は備考欄に記載しています。
また、その他、特記事項を記載しています。


